
調査中につき不許転載

平成 23（2011）年 11月 13日（日）　宇和島市教育委員会　文化課

平成 23年度　宇和島城保存整備事業

式部丸跡発掘調査　現地説明会資料
【調査期間】平成 20 年～平成 23 年　※断続的に実施　
【調査場所・発掘面積／対象面積】　宇和島市丸之内１・350 ㎡／ 2700 ㎡
【調査目的】公開のための遺構（虎口・道・石垣）確認調査
【調査成果】
　⑴　虎口（3区）⇒新たな石垣（№ 186）を確認・石段及びその痕跡の確認・側溝及びピット（橋？）
              の確認・石垣の崩落要因となった谷状の地形の確認
　⑵　道（2区・代右衛門丸下）⇒２～ 3面の遺構面を確認
　⑶　石垣（2区）⇒№ 43 の石垣については、崩壊と修理の

痕跡を確認、石垣を築きあげなら、道の部分
を造成させていたことが判明。構造から慶長
以前のものと推定。№ 42 の石垣については、
下部に古層の石垣（慶長以前か）を確認

【今後の予定】
 今冬から石垣修理（№ 43・47・91 ～ 92・186 の 4 カ所、約
60 ㎡※立面積）や道の整備に着手、来年度に完了、一般公開
の予定。
【式部丸跡について】　
　上り立ち門からの搦手道筋からすると代右衛門丸とともに最前線の曲輪となります。代右衛門丸につ
いては、3つの矢倉（代右衛門矢倉・南角矢倉）と門 ( 代右衛門丸門 ) があり、まだ本格的な発掘調査
は実施できておりませんが、それらの礎石の遺存状況はある程度視認できます。しかし、式部丸には門
も櫓も絵図にはなく、井戸と塀しかなく、防御機能は低いといえます。また城内でも井戸丸と並んで、
非常に小規模な郭でもあります。
【気になる史実※式部丸に限定されてないものも含む】
　◎藤堂高虎の修築：慶長元（1596）年～慶長 6（1601）年の大修築
　藤堂高虎の改修：大坂夏の陣に伴う改修（慶長 19（1614）年）　
　◎武家諸法度の発令：元和元（1615）年　※寛永 12（1635）年改訂
　◎山崎式部の在城：寛永 15（1638）年から万治２（1659）年まで代右衛門丸に配される
　伊達秀宗（初代）の修復：地震災害（慶安 2（1649）年）の修復（慶安 3（1650）年）
　伊達宗利（2代）の大改修：寛文４（1664）年～寛文 11（1671）年
　伊達宗贇（3代）の修理：地震災害（宝永４（1707）年）の修復（宝永５（1708）年）
　伊達村年（4代）の修理：長雨災害（享保６（1721）年）による享保７（1722）年の修復
　◎伊達宗城（8代）の修復：
　　嘉永 4（1851）年の代右衛門丸石垣修理の記録（～数百年ヲ経シ石垣故～）
　　地震災害（安政元（1854）年）の修復（安政４（1857）年伺い）、櫓の改修記録（安政 3（1856）年）
　　地震災害（安政 4（1857）年）代右衛門矢倉下石垣の損壊
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① 宇和島城絵図 部分　正徳元（1711）年（公益財団法人宇和島伊達文化保存会蔵）
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 ② 宇和島城下絵図　部分
　承応３（1654）年頃（伊予史談会蔵） 

 ③ 宇和島御城下絵図　部分
  元禄 16（1703）年

（公益財団法人宇和島伊達文化保存会蔵）
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